
坂城町商工会 小規模事業者景気動向調査 

（2022年 4-6月期 ～ 2023年 4-6月期） 

 

 坂城町商工会で行っております『中小企業景況調査』（15 者：製造業 3 者・建設業 2 者・小売

業 4者・サービス業 6 者）の結果をまとめました簡易景況感をご提示します。 

  

■業況 DI 

 

 業況 DI は、2022 年 10-12 期こそ大きくマイナス値となっていますが、それ以外ではゼロ～プ

ラス値となっており、比較的良い景況であるといえます。 

  

■売上高 DI および採算（経常利益）DI 

 

 

売上高 DI および採算（経常利益）DI は、2022 年 7-9 期以降、売上高 DI は拡大傾向にあるも

のの、採算（経常利益）DI がマイナス値のまま横ばいで推移していることが読み取れます。 

 このひとつの要因として、原油高、エネルギー高、原材料高等によるコスト増加が考えられる

ため、コスト増加分の価格転嫁や、利益を確保するための生産性向上などが課題であるといえま

す。 
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